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校章の由来 

 槻の木（ケヤキの古名）のように広く根を張り、枝を張るたく

ましい子どもを象徴している。緑の葉は、豊かな人間性と深い思

いやりを、白い葉は、清らかで広く求め続ける心を、小の字は、

たくましさと強い意志を表している。 



平成２８年度 若槻小学校 学校目標 

Ⅰ 本校の学校目標 
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 若槻小学校の学校教育目標が新しくなり３年目を迎えます。これはこれまで本校で大切にしてきた

知・徳・体の育ちを目指す生涯教育的な面を継承しつつ、分かりやすい言葉でより子どもたち自身も日

常的に自分のあり方を見つめ、立ち返ることができるようにさせたいと考え、新たな学校目標を作成し

ました。校地内ですくすく育つ槻の木を児童の育ちのシンボルとして、若槻小学校の子どもたちを「槻

っこ」と呼んでいます。その槻っこが、「強く、清く、心豊か」に育つことを願い、下記の３つの柱と重

点を大切にして取り組んでいきたいと思います。 

 

Ⅱ 願う子どもの姿  

  １ 明るくいきいき、元気な子ども 

  ２ 根気よく、自分から学ぶ子ども 

  ３ 人やものを大切にする子ども 

  

Ⅲ 本年度の重点      

  １ 心も元気 体も元気 

◯相手に伝わる良いあいさつ、礼儀 ◯いじめのない学校 ◯きまりを守り安全な学校生活 

  ２ 基礎学力を伸ばす 

◯授業改善、学力向上  ◯家庭学習、自主学習  ◯支え合って学ぶ共同学習 

  ３ 人とつながる 

    ◯地域とのつながり  ◯自治的な児童の活動  ◯将来の夢を大切にする学習 

 

Ⅳ 指導の基本 

  １ 児童が明日も来たくなる学校づくりをしていきたい。元気に登校がまず一歩です。そのために

児童一人ひとりをていねいにとらえていくことを大切にしていきたい。そのことで、子ども自

身が自分の存在を感じられる学校になるように指導したいと思う。安心感があり、登校を楽し

みにできる空間になるように学級づくり、学校づくりをしていく。そのことで、自己肯定感が

もてるように支援、指導していきたい。その子の「困った感」を理解し、その背景や原因をさ

ぐり対応していく姿勢をもちたい。 

・共感的な言葉がけ  ・挨拶の響き合い   ・児童理解    ・適切な支援    

  ２ 基礎学力をつけていくために、まずは児童が興味・関心をもち学びたいと思えるような授業を 

考えたい。また、学習問題、学習課題を板書するなど、本時のねらいとその解決に向けた手立 

てを明確にして分かりやすい授業づくりを心がけたい。学習事項の定着のために、終末におけ 

る定着問題、習熟のためのドリル、自主的に学ぶ家庭学習などの工夫を行っていきたい。 

     ・思考力、判断力、表現力の育成    ・授業に向かう姿勢づくり 

・ＮＲＴの活用（分析と対策）  ・読書の時間の充実   ･家庭学習の手引きの活用 

     ・チャレンジタイムの効果的活用    ・支え合い学ぶ場の設定。 

  ３ 地域との関わりを活用する。「ひと」「もの」「こと」と触れ合いながら、学び郷土愛を育むと共 

に、社会に生きる人たちから、将来について考え、自分の夢や願いがもてるようにしたい。 

    ・児童会からの広がり  ・わくわくタイムのつながり   

 ・若槻小の信州型コミュニティスクールの充実  ・将来を見通した指導（キャリア教育） 

 


